
当社の事業活動に必要な資源・エネルギー等の投入量（INPUT)と事業活動を通じて生じる環境負荷（OUTPUT)を表しています。※１

1. 環境データの経年変化
(1) 使用量、排出量 ※2

2007年11月に大型産業廃棄物焼却炉を譲受したことにより、電力、重油及び水の使用料が増加しました。この結果、CO2排出

量も増加しました。

種類 単位 2006 年度 2007年度 前年度比

電力 千 kwh 15,892 18,942 +19.2％

重油 KL 1,410 2,433 +72.6％

灯油 KL 574 569 −0.9％

軽油 KL 2,823 2,746 −2.7％

ガソリン KL 632 704 +11.4％

都市ガス 千ｍ3 784 700 −10.7％

水 千ｍ3 41 115 +180.5％

CO2 t 21,653 25,233 +16.5％
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■ 大気（CO２排出量）	 25,233t

■ 廃棄物
	 ■	一般廃棄物

		  廃棄	 92t

		  リサイクル	 517t
	 ■	産業廃棄物

		  廃棄	 51,733t

		  リサイクル	 196,077t

■ 水域　排出量	 250 千m3

OUTPUT

■ 電力	 18,942 千ｋｗｈ

■ 重油	 2,433KL

■ 灯油	 596KL

■ 軽油	 2,746KL

■ ガソリン	 704KL

■ 都市ガス	 700 千m3

■ 水	 115千m3

INPUT

※１、2　アサヒプリテック（株）および日本ケミテック（株）・（株）三商・（株）太陽化学・（株）塩入建材を対象
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(2) 原単位

項目 単位 2006 年度 2007年度 前年度比
貴金属生産における電力原単位 kwh/kg 28.4 31.2 +9.9%

産業廃棄物焼却における重油原単位 L/t 40.4 84.0 +107.9％

貴金属生産における電力原単位：「貴金属生産に関わる総電力使用量」/「貴金属製品の総出荷量」
産業廃棄物焼却における重油原単位：「産業廃棄物焼却における総重油使用量」/「産業廃棄物の焼却量」
（アサヒプリテック（株）および日本ケミテック（株）・（株）三商・（株）太陽化学・（株）塩入建材を対象）

⒉ 環境保全取りくみ事項 

項目 単位 2006 年度 2007年度 増減
太陽光発電量 kwh 41,400 40,800 −600

排水再利用量（中水等へ） m3 6,700 8,800 +2,100

⒊ 産業廃棄物のリサイクル

項目 単位 廃棄物量 リサイクル量 リサイクル率
2007年度 ｔ 247,810 196,077 79.1%

（アサヒプリテック（株）および日本ケミテック（株）・（株）三商・（株）太陽化学・（株）塩入建材を対象）

（単位：百万円）

分類 主な取組み内容 費用額 投資額

１．事業エリア内コスト
（１）公害防止コスト 排水処理設備、排ガス処理設備の維持管理等 220.11 133.80
（２）地球環境保全コスト 省エネルギー（節電、焼却炉燃料削減、車両燃費向上） 3.53 4.20
（3）資源循環コスト 産業廃棄物処理依託 232.09 14.90

２．上・下流コスト — 0.00 0.00
３．管理活動コスト ISO14001定期審査、環境報告書作成 33.24 0.00
４．研究開発コスト 貴金属精製工程の合理化、廃液処理 113.56 218.40
５．社会活動コスト 地域の清掃活動 1.92 0.00
６．環境損傷対応コスト — 0.00 0.00
総　計 — 604.45 317.30

（アサヒプリテック（株）を対象）

「貴金属生産における電力原単位」は、主として埼玉工場での貴金属精製工程の機械化により増加しました。「産業廃棄物焼却にお

ける重油原単位」は、主として 2007 年 11月に大型産業廃棄物焼却炉を譲受したことにより増加しました。

４. 環境保全コスト 
環境省のガイドラインを参考に環境に関する支出の費用を費用額と投資額に分けて集計しました。
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太陽光発電ルーフ
（テクノセンター）

（アサヒプリテック（株）および日本ケミテック（株）・（株）三商・（株）太陽化学・（株）塩入建材を対象）


